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3

岩倉他27地内（実施中：岩倉、
東高倉、小田町、四十九町、野
間）

管路施設L=30.4km（実施地区
計画残管路延長L=12.1km）

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円1,433,308（残523,616）

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅲ

対象等（何を、誰を）

市街地部では雨水、また、村落部では生活雑排水などの生
活排水処理施設等が未整備の区域の住民

（※対象件数

根拠法令・要綱等

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

【管路施設工事】
東高倉下水路L=１６７ｍ　・　岩倉下排水路L=１５５ｍ　・　四十
九町下排水路L=８２ｍ　・　野間下排水路L=１４８ｍ　・　小田町
下排水路L=８９m　　　　　計６４１ｍ

本事業は、降雨による浸水防除、公共用水域の水質保
全、生活環境の改善等に効果がある。
しかし、上野管内の市街地区域については、公共下水道事
業（上野処理区）で推し進める計画である。
この計画は、長期の事業期間を要するため、降雨による浸
水防除のための管路新設、既設管路の改修は今後も必要
であるが、公共下水道事業を進める今、現在事業実施中
の区域においては、一部計画の見直しが必要である。
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管路の新設及び改修整備を行い、浸水防除、公共用水域の水質
保全並びに公衆衛生の向上に寄与するとともに、自然環境、生活
環境が改善され、快適な暮らしをすることができる。
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市単下排水路整備事業

23,133

75

　 Σ

総合評価 事業の方向性
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人件費（Ｂ）

降雨による浸水防除、また、生活環境の改善が図れ、市民の快適な暮らしを支える事務事業であり、必要である。

この計画は、長期も事業計画を要するため、降雨による浸水防除のための管路新設、既設管路の改修は今後も必要である
が、公共下水道事業を進める今、現在事業実施中の区域においては、一部計画の見直しが必要である。

計画通り執行できた

公共下水道事業上野処理区が、事業認可（着手）されれば、市街化区域内の当事業の実施年度を検討する必要がある。

(千円)

平成２３年度 計画内容
事 業 内 容

人0.5

20,350
　 　
　 Σ

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

18,020

2,910 2,325

18,025
20,350

41,823
46,232

20,151

4,409

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

Ａ
の
財
源
内
訳 46,619

51,560

評価項目についてのコメント

効率性

4

3

必要性

有効性

4

2

達成度

改善についての取り組み

　

式1 50
1 1,800

0
式

1 式
18,500400 ｍ

事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額 事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額 金  額単位単位 数量

区分

会計

項

名               称

381

22

事業名

基　本
施　策

細目

細々目

款

コード

市単下排水路整備事業

全市的に生活排水処理施設を整備する
目

生活排水処理施設整備の推進
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